
沖
縄
振
興
拡
大
会
議
や
県
予
算

交
換
の
場
で
給
食
費
無
償
化
の
要
請
は
し
た
。

総
合
計
画
は
全
県
市
町
村
が
作
成
・
発

刊
し
て
い
る
。
住
民
が
約
一
年
程
か
け

て
、
将
来
に
夢
を
託
し
て
つ
く
り
上
げ
た
も
の
。

町
民
参
画
の
「
開
か
れ
た
対
話
行
政
」
と
言
え

る
。
総
合
計
画
を
否
定
す
る
こ
と
は
町
民
を

無
視
す
る
町
政
に
過
ぎ
な
い
。
町
民
の
声
・

思
い
・
夢
を
町
政「
総
合
計
画
」に
活
か
す
よ

う
職
員
及
び
町
長
に
強
く
発
刊
を
要
請
す
る
。

本
町
で
は
町
の
目
指
す
べ
き
案

を
示
し
た
「
指
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。
他

自
治
体
の
「
総
合
計
画
」
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
が
生

じ
過
重
負
担
の
現
状
が
あ
る
。
年
間

の
処
遇
を
問
う
。

民
生
法
第
10
条
に
基
づ
き

給
与
を
要
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
基
本
。

県
か
ら
年
額
約
６
万
円
の
活
動
費
、
町
か
ら

協
議
会
に
対
し
補
助
金
支
給
と
し
て
一
人
当

た
り
３
万
円
支
給
。

近
隣
市
町
村
は
そ
れ
な
り
に
処
遇
改

善
さ
れ
て
い
る
。
民
生
委
員
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
状
態
、
誠
意
で
福
祉
の
先
端
を

小
波
津
川
の
中
核
に
位
置
し
水
流
域

が
合
流
す
る
重
要
な
橋
と
な
っ
て
い

る
。
築
年
数
、
橋
梁
の
路
面
高
を
聞
く

現
橋
梁
部
は
２
分
割
で
築

造
さ
れ
、
五

路
の
交
差
点
部
は
築
35
年
、

上
流
部
は
築
年
31
年
。
路
面
高
は
、
現
路
面

高
よ
り
68
セ
ン
チ
程
度
高
く
な
る
。

橋
の
現
行
の
断
面
積
と
改
修
後
の

断
面
積
に
つ
い
て

現
橋
梁
の
断
面
積
は

１
１
．
５
㎡
で
、
改
修
後
３
５
．
２
㎡
で
３
．

１
倍
大
き
く
な
る
。

現
行
の
断
面
積
か
ら
３
．
１
倍
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
十
分
機

能
す
る
の
か
。何

年
確
率
と
い
う
の
が
あ
り
、

基
本
的
に
小
波
津
川
の
場
合
は
30
年
に
一
度

の
確
率
で
あ
ふ
れ
る
と
い
う
計
算
が
基
に

な
っ
て
い
る
。

６
号
車
道
橋
梁
工
事
費
の
総
額
と
工

期
に
つ
い
て総

額
は
令
和
５
年
度
積
算

時
点
で
約
４
億
円
を
見
込
み
、
工
事
期
間
は

３
〜
４
年
を
見
込
ん
で
い
る
。

呉
屋
安
室
７
号
線
の
工
事
と
供
用
開

始
に
つ
い
て事

業
期
間
が
平
成
28
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
と
な
っ
て
い
る
が
工
事
の

進
捗
次
第
で
は
一
部
供
用
開
始
を
検
討
し
て

い
る
。

小
波
津
自
治
会
で
は
仮
称
コ
ウ
セ
イ

橋
と
呼
ん
で
い
る
が
、
正
式
名
称
を

つ
け
る
べ
き
と
思
う
が
そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

同
交
差
点
の
橋
梁
の
正
式
名
称

に
つ
い
て
は
、
公
募
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

等
検
討
し
て
い
く
。

小
波
津
川
の
川
底
が
海
抜
０
ｍ
に
近

い
状
況
。
津
波
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
聞
く

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
法
律
第
８
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
し
避
難
誘
導

マ
ッ
プ
で
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

４
月
３
日
の
津
波
警
報
時
、
運
動
公

園
に
集
中
し
一
時
間
近
い
渋
滞
し
た

状
況
の
対
応
に
つ
い
て
。

運
動
公
園
へ
の
避
難
者
が

多
く
駐
車
場
の
８
割
以
上
埋
ま
り
当
時
は
職

員
が
交
通
整
理
等
の
対
応
を
行
っ
た
。

■
そ
の
他
橋
梁
工
事
に
つ
い
て

■
地
域
防
災
に
つ
い
て

■
町
民
と
共
に
創
る
「
総
合
計

画
」
は
県
内
す
べ
て
の
行
政

で
発
刊
し
て
い
る
！
無
い
の

は
西
原
町
だ
け
！

■
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
！
県

知
事
へ
補
助
要
請
を
！

■
津
波
警
報
時
の
対
応
に
つ
い
て

■
小
波
津
川
橋
梁
工
事
に
つ
い
て

○
学
校
運
営
の
諸
課
題
に
つ
い
て

○
国
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ
く

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
拡
充
に
つ
い
て

○
町
民
満
足
度
の
高
い
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル

　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

○
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
計
画
の
現
状
に
つ
い
て

○
環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

○
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

大
おお

城
しろ

　好
よし

弘
ひろ

議員

町
長

町
長

町
長

町
長

福
祉
課
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

小波津川橋梁工事はどうなる？

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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県
知
事
か
ら
の
「
半
額
助
成
」
と
い
う

報
道
に
対
し
「
公
約
で
あ
れ
ば
き
っ
ち

り
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
格
差
が
生
じ
て
く

る
」
等
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
今
一
度
、
無

償
化
に
つ
い
て
早
急
な
実
現
の
働
き
か
け
を
。

町
民
の
水
道
料
金
値
上
げ
計
画
や
県

へ
の
補
助
要
請
に
つ
い
て
問
う

今
年
度
で
改
定
時
期
を
検

討
す
る
。
補
助
要
請
は
中
部
市
町
村
会
で
連

名
で
知
事
に
要
請
し
た
。

担
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
り
の
処
遇
を
き
ち
ん

と
や
る
べ
き
、
町
だ
け
で
駄
目
な
ら
県
、
国

に
対
し
て
行
政
の
手
続
き
を
経
な
が
ら
で
も

や
る
べ
き
。
成
り
手
が
い
な
く
な
る
こ
と
を

想
定
し
た
ほ
う
が
い
い
。
い
い
仕
事
を
し
て

い
る
方
に
い
い
処
遇
改
善
を
。
誠
意
だ
け
で

保
て
る
よ
う
な
行
政
で
は
駄
目
。

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
快
く
引

き
受
け
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
一
番

重
要
。
国
や
県
に
対
し
て
も
要
請
し
て
い
く
。

東
小
の
建
て
替
え
を
保
護
者
も
大

変
期
待
し
て
い
る
。
老
朽
化
で
壁

等
の
剥
離
の
危
険
箇
所
も
あ
る
。
子
ど
も
の

命
に
も
関
り
か
ね
な
い
。
な
ぜ
修
繕
が
遅
れ

て
い
る
の
か
。

手
が
届
く
範
囲
の
剝
離

は
対
応
済
み
。
他
の
剥
離
箇
所
は
見
積
額
が

か
な
り
大
き
く
、
予
備
費
で
は
な
く
、
本
定

例
会
の
補
正
予
算
の
議
決
後
に
発
注
の
予
定
。

給
食
運
搬
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
故
障
を

な
ぜ
直
さ
な
い
の
か
。
校
舎
建
替
に

は
数
年
か
か
る
。
本
来
の
業
務
で
は
な
い
こ

と
に
現
場
に
負
担
を
強
い
て
い
い
の
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
古
く

部
品
調
達
で
き
ず
修
理
が
困
難
な
状
況
。
現

在
、
各
階
へ
の
搬
入
を
業
者
や
児
童
が
行
っ

て
い
る
。
人
員
配
置
の
検
討
も
短
時
間
の
た

め
確
保
が
難
し
い
。
別
の
方
法
を
含
め
、
今

一
度
検
討
し
た
い
。

南
小
の
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
率
が

16
％
と
突
出
し
て
い
る
。
中
で
も
２

年
生
は
38
名
の
う
ち
支
援
の
子
が
11
名
で

在
籍
率
29
％
。
交
流
学
級
で
は
大
所
帯
と
な

り
、
ど
の
子
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も

好
ま
し
い
環
境
で
は
な
い
。
６
年
生
ま
で
こ

の
状
況
は
よ
く
な
い
。
解
決
策
は
な
い
の

か
。

法
的
に
は
問
題
は

な
い
が
実
際
は
過
剰
な
状
況
に
あ
る
。
学
校

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
対
応
し
、
引
き

続
き
、
中
頭
教
育
事
務
所
に
要
請
し
て
い

る
。

法
的
に
問
題
な
い
と
は
い
え
、
特

別
な
対
応
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

単
費
で
担
任
を
雇
っ
て
２
ク
ラ
ス
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。

教
室
不
足
等
の
状
況
も

あ
り
、
運
用
で
い
ろ
い
ろ
手
を
打
ち
た
い
。

待
機
児
童
が
10
人
以
上
い
る
市
町

村
へ
の
緊
急
的
措
置
「
放
課
後
居

場
所
緊
急
対
策
事
業
」
の
活
用
の
検
討
を
。

前
提
と
し
て
場
所
の
確

保
、
人
材
の
確
保
、
予
算
の
調
整
等
が
必

要
な
の
で
、
ま
ず
は
課
題
を
確
認
し
検
討

し
た
い
。

今年、建設検討委員会が立ち上
がる築 42年経過の西原東小学校

■
老
朽
化
し
た
西
原
東
小
の
建
て
替

え
は
待
っ
た
な
し
！

■
西
原
南
小
の
特
別
支
援
学
級

の
過
密
化
は
児
童
に
も
教
員

に
も
負
担
大
！

■
国
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」

に
基
づ
く
学
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
拡
充
を
！

■
給
食
費
無
償
化
は
県
知
事
公
約
！

中
学
校
の
み
の
半
額
補
助
に
よ
り

地
域
格
差
を
広
げ
る
知
事
は
公
約

を
守
る
べ
き
！

■
地
域
福
祉
の
要
、
縁
の
下
の
力

持
ち
「
民
生
委
員
」「
児
童
委

員
」
の
皆
さ
ん
！
感
謝
の
気

持
ち
で
処
遇
改
善
を
要
望
!!

○
町
民
満
足
度
の
高
い
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

仲
なか

松
まつ

　勤
つとむ

議員

伊
い

集
じゅ

　悟
さとる

議員

町
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
長

教
育
総
務
課
長

建
設
部
長

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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